
一般質問通告事項一覧表
令和４年 第１回 倶知安町議会定例会

番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

1 原田 芳男 暮らし応援の町政の

推進

１．文化福祉センターへのエレベーター設置の実現

２．道の駅、図書館、温泉の実現

３．福祉ハイヤーの所得制限の撤廃

この問題は多くの町民の願い。ぜひ実現をすることが求められる。町長

の答弁を求める。

ひらふスキー場の駐車場へ巨費(30億円～70億円)の投入ではなく町民
の願い実現を。

町 長

2 〃 国の「保育士・幼稚

園教諭等処遇改善臨

時特例事業」は実施

すべき

岸田政権が 11月 19日の閣議決定で｢保育士等・幼稚園教諭・介護・福祉
職員｣を対象に 2022年２月から｢収入の 3％程度(月額 9,000円)引き上げる
ための措置を実施すると決めました。

この事業は民間ばかりではなく地方公共団体も対象になります。わが町

では２月、３月分は補正予算で民間の分は予算措置されましたが町の保育

士の分は措置されませんでした。

全額国の予算で措置されるので実施すべきです。保育士のみならず放課

後児童クラブの支援員なども対象になるので実施すべきと思います。

町長の見解を伺います。

町 長

3 〃 転作奨励金の大幅な

減額と５年後の廃止

について

農業経営にとって計り知れない影響があるのでは。

１．金額的影響について。

２．制度のあらましについて。

３．町としての考え方は。

４．ほかにどのような影響がありますか。お答え下さい。

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

4 原田 芳男 新幹線と並行在来線 新幹線は 2030 年開通と言われています。町民の多くは開通と時を同じく

して在来線の廃止と思っているのではないでしょうか。

しかし、最近新聞などでも在来線を新幹線の開通と関係なく前倒しして

バス転換すると言われています。その方向で倶知安町は取り組んでいるの

でしょうか。

そうであれば町民にはどのように意見聴取を進めたのでしょうか。全く

住民を欺く形で進めるのでしょうか。本当に前倒しするのであれば町民に

バス転換はこのように進めると示すべきです。

路線を運行するバス会社はどこなのか。バスの路線や本数、発着時間は。

新幹線の本数や料金は。など、明らかにしなければなりません。

新聞報道によると、余市までＪＲで運行すると提案した政治家もいると

されています。それであれば在来線は全線ＪＲでとしてもいいのではあり

ませんか。

明確なる答弁を求めます。

町 長

5 〃 学校給食への助成の

拡大

わが町の学校給食は第３子のみ無料と援助されています。

この助成をもっと拡大できないでしょうか。ご回答下さい。

町 長

6 坂井 美穂 社会の宝を守る～

ヤングケアラー支援
ヤングケアラーとは、大人が担うような家事や家族の世話、介護、感情

面のサポートなどを行っている 18 歳未満の子どもたちの総称。過度な負担

が学業や健康、友人関係、将来の進路にも影響を及ぼすとされている。

また、コロナ禍の中、一層困難な状況にあるのではと推測される。

昨年４月に公表された国による初の全国調査では、中学２年生の 5.7％、

全日制高校２年生の 4.1％が、世話をする家族が｢いる｣と答え、｢ほぼ毎日｣

が５割弱、平均４時間を家族の世話に費やしている実態が明らかになった。

北海道でも昨年の夏、中高生のヤングケアラーに関する実態調査が行わ

れている。以下について伺う。

次頁へ続く

町 長

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(6) (坂井 美穂)

前頁より

１．今回の国また北海道の調査報告を本町はどのように受け止めているか。

（町長）

２．国は 2022 年度から自治体の取り組みなどを支援する新規事業を創設す

るとされているが、本町としてもしっかりと調査をすべきと思うが見解

を伺う。（町長）

３．ヤングケアラーという言葉自体も認知度が低く、自分がケアラーだと

自覚していない子どもたちも多い。実態調査からは早期発見の重要性が

指摘されている。小中学校の学校現場の協力が不可欠であると思われる

が、これに対する見解を伺う。（教育長）

４．子どもや若者が SOS を出す難しさがあげられている。SNS などを活用

した相談体制の充実も必要と思われるが、見解を伺う。（教育長）

7 〃 誰一人取り残さない

デジタル社会の実現

へ

高齢者らのデジタルディバイド(情報格差)の解消を目指し、総務省が｢デ

ジタル活用支援推進事業｣としてスマホ講習会が全国の自治体で開催され

ている。

令和４年度、電子図書館の導入を検討されている当町でも、自ら情報を

入手しづらい高齢者への入口支援をし、デジタル弱者を無くしていく積極

的な取り組みと町民がデジタル化の利便性をもっと身近に感じていける努

力が必要ではないかと思われるが、今後どのような対応をしていけるかを

伺う。

町 長

教育長

8 〃 おくやみコーナー設

置について
家族や大切な方を亡くし、悲しみの中にいる遺族の方々にとって、死亡・

相続に関する手続きは大きな負担となる。

心理的負担に加え、慣れない申請や変更届などの手続きの多さに戸惑う

方も多い。

町が利用者の目線に立ち、遺族の心に寄り添った手続きの手伝いをして

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(8) (坂井 美穂)

前頁より

いけるかを考えることが必要ではないか。

以下を町長に伺う。

１．本町では現在どのようなサービスが行われているか。

２．死亡に伴う一連の手続きを１か所で効率的に行ったり、窓口に来られ

たご遺族が移動することなく手続きが済むようなワンストップサービス

の｢おくやみコーナー｣の設置の検討について。

３．遺族が行う手続きをまとめた｢おくやみハンドブック｣を作成・配布し

ている自治体もみられるが、本町としての検討について。

9 冨田 竜海 人口減少対策におけ

る出会いの促進の必

要性は

1980 年代の日本では、初婚平均年齢男性 27.8 歳、女性 25.2 歳であった。

生涯未婚率においては男性 2.6％、女性 4.5％。

しかし、急速な晩婚化、未婚化に伴い、今日では生涯未婚率が男性20.1％、

女性 10.6％に達しており、人口減少社会の大きな要因となっている。

一方、若者の意識調査では、｢いずれは結婚しようと思っている｣「結婚

したいと思っている｣が男性 84.8％、女性 87.8％と高い数値となっている。

この未婚者の方に独身である理由を聞いた調査結果では、「適当な相手に

めぐり会えない」との回答が大半を占めた。

このような状況は、決して他人事ではなく本町においても同じような悩

みを抱えている、もしくは悩みを抱えていたために転出をした方々は大勢

いることが想像される。

更に新型コロナウイルス感染拡大による自粛要請に伴う、外出の機会減

によって深刻な出会い不足に直面している結婚を望む独身の方にとって非

常に大きな問題だと考える。以下を町長に問う。

１．現在の社会情勢において本町で暮らす若者がどのように出会い、交際

を経て、結婚～出産をしていくと考えているか。

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(9) (冨田 竜海)
前頁より

２．子育て子育ちの前に根本的な問題として結婚を望むが出会いがないと

いう若者に対し、本町で結婚をし家庭を築き｢この街に住んでて良かっ

た｣と思えるまちづくりを目指す町としてどのようなサポートが考えら

れるか。

10 〃 デジタル産業への取

り組みについて
新型コロナウイルス感染拡大の影響により、子供たちの活躍できる場が

制限されている。

特に部活動を始めとするスポーツ活動、芸術を披露するような発表会や

催しものなど、この２年間ほぼ活動できない、もしくは活動はできても披

露の場が無いような子供たちが大勢いる。

今現時点においても状況改善の見通しはつかず、このままだと中学や高

校生活が感染対策一色で終わってしまう子供たちも出てくる。

現状のような社会情勢が続いたとしても問題がなく活動ができるような

環境整備が重要と考えるが以下を町長・教育長に問う。

１．e-スポーツやマルチメディア、プログラミングなど場所や社会情勢に

囚われず、指導者もオンラインで完結するような活動の場を用意するこ

とはできないか。

２．e-スポーツは学生に限らず市場規模として大きな可能性を秘めている

産業であり積極的に取り組むべき分野と考えるが、これらはスポーツと

して主管するのか、地域振興や産業振興という取り扱いになるのか。

３．これらのデジタル産業は障がいの有無や年齢、地域に囚われず多くの

方が楽しめるコンテンツ・ビジネスチャンスとして地域経済の活性化や

若者の流出防止策として調査研究の余地はないか。

町 長

教育長

11 波方 真如 デジタル教科書の活

用方針について
１．紙の教科書とデジタル教科書の使い分けをどのように考えているか。

次頁へ続く

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(11) (波方 真如)
前頁より

２．活用の仕方は教える側のスキルや工夫によって大きく変わると考える

が、その指導方法やサポート体制はどのように考えているか。

３．倶知安町して今後のデジタル・シティズンシップ教育の推進について、

どのように取り組んで行くのか。

12 森 禎樹 地域公共交通計画と

道路整備について

町は、令和４年度に倶知安町地域公共交通計画策定を予定している。全

町民にとって利便性の高い公共交通の確保は急務であり、町の責務である

と考えるが、現時点での地域公共交通に対する認識を伺う。

また、同時に 2030 年度の北海道新幹線俱知安駅開業、高速道路倶知安 IC

開通によって、駅周辺地域の車の流れは大きく変わると考えられるが、道

路整備の方向性について見解を伺う。

１．地域公共交通の課題認識と今後の方向性

①エリア(市街地、郊外地域、ひらふ)

②利用者(高齢者、障がい者、児童・生徒、来訪者、その他)

③事業者との連携(鉄道・バス事業者、ハイヤー事業者、観光関連事業者)

２．俱知安町地域公共交通計画の範囲

①エリア

②種類

３．駅周辺地域の道路整備について(道道 58 号、駅前通り、基線通り、西

３丁目通り、総合体育館通り)

①2030 年度の交通量予測

②道路整備の方向性

③検討状況と今後の進め方

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

13 森 禎樹 倶知安町農業の諸問

題について

倶知安町農業の諸問題について、町としての見解と対策を伺う。

１．種子馬鈴薯の確保

本町の基幹作物である馬鈴薯を生産するためには、種子馬鈴薯の安定供

給が必要不可欠である。種子馬鈴薯耕作者の減少、作付面積の減少が続け

ば供給不足は明白で、直ちに対策を取るべきである。現状の施策では十分

とは言えないと思うが、見解を伺う。

２．地産地消の取り組み

本町における地産地消を考えた場合、農業と観光のマッチングがテーマ

になる。町内の飲食業者、宿泊業者と農業を結びつけるのは、個々の努力

もさることながら、行政主導の施策ではないのか。見解を伺う。（町長）

また、町民の農業に対する理解を深めるためには、教育現場における食

育が重要であり、本町らしい特色のある食と農の学びの場を設ける必要が

あると考えるが、見解を伺う。（教育長）

３．新規就農の可能性

本町でも今後更に農家戸数の減少が予測されるが、農業振興の方策とし

て、新規就農もあるのではないか。新規就農サポート事業の拡充や積極的

な受け入れ体制の強化など、早期に取り組むべきと考えるが見解を伺う。

町 長

教育長

14 作井 繁樹 令和４年度

町政執行方針

１．重点施策

（１）国際リゾート地にふさわしいまちづくり

景観計画を念頭に方針が示されている。運用にあたっての｢共通の認

識のもと｣が非常に重要であり、町民や開発事業者などと真摯に向き合

うことが必要と考えるが、具体的にどのように対応するのか、見解を。

（２）地域の子ども・子育て子育ち支援の充実

くっちゃん子条例を念頭に方針が示されている。条例を｢育ち・育

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(14) (作井 繁樹)

前頁より

てるためのシナリオ｣と表現しているが、そのシナリオのイメージをも

う少し具体的に。

また、拠点となるであろう「（仮称）くっちゃん子センター」（絵本館）、

これまでの答弁を総括すると、新駅周辺へ本格設置、その前提となる

敷地交渉がとん挫した場合には、解体後の世代交流センター敷地も候

補の一つ、その間もしかすると保健福祉会館への仮設置もあり得る…

と、受け止めているが、いかがか。

（３）観光インフラ、観光人材の整備

ひらふ第１駐車場と地域ＤＭＯを念頭に方針が示されている。冒頭

｢機能の最適配置を行い｣と謳われているとおり、最適配置が正に肝で

ある。シンボルゲートとしての第１駐車場再整備は検討しつつも、そ

の配置が本当に最適か否か議論の余地も残すべき、見解を。

また、ＤＭＯとの｢グリーンシーズンコンテンツの強化｣これも肝、も

う少し具体的に。

（４）新幹線開業に向けた着実なまちづくり

新駅周辺の賑わい創出を念頭に方針が示されている。「ｅ－バショ」

提案書で示されている敷地交渉、スピード感を持って多角的に進めつ

つも、とん挫した場合の代替構想も必要であり、いずれにしても民と

の更なる連携強化が重要、見解を。

（５）倶知安らしい魅力を備えた住生活

高齢者向けと子育て世代向け住宅を念頭に方針が示されている。高

齢者向け住宅は、旧測候所敷地も候補の一つとして地域優良賃貸住宅

制度を活用。子育て世代住宅は旧みなみ保育所敷地と南６条団地敷地

の一部を分譲…と受け止めているが、いかがか。

（６）誰もが(観光客であっても)安心できる医療体制の整備
倶知安厚生病院を念頭に方針が示されている。総合病院としての今

後の経営安定化には、｢自由診療｣への環境整備が重要あり、さまざま

なパイプを活用しながら機を逃さずに対応すべき、見解を。

次頁へ続く



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(14) (作井 繁樹)

前頁より

２．まちづくりの基本目標と分野別施策・事業

（１）出産・育児・子育て子育ち

この３年間での新たな取組みは一定程度評価する。しかしながら、

認定こども園土曜保育の完全実施、放課後児童クラブ希望者全員の受

入れ環境確保、更なる覚悟を。

（２）教育

英語教育に関する取組みも相当程度評価する。小学校３年生から英

語を学んだ児童がいよいよ中学生。切れ目のない指導、中学校におけ

る指導の覚悟を。

（３）健康づくり・スポーツ・生涯学習

スキーの町宣言 50周年、町技の普及とオリ・パラ招致は一定程度評
価する。しかし、選手育成が謳われなかったことは非常に残念、選手

育成への認識を。

（４）協働によるまちづくり

地域おこし協力隊への取組みも評価したい。７人に留まらず、更な

る分野での活躍を期待したい、見解を。

（５）行財政運営

公債費が増加するなかでの持続可能な財政運営も一定程度評価す

る。あとはとにもかくにも自主財源確保。法定外税の新設、遊休町有

地の有効活用、更なる覚悟を。

（６）公共交通

長年の課題であった郊外デマンドバスの実証実験は相当程度評価し

たい、本格運行への覚悟を。加えて、新幹線開業に伴うハブターミナ

ル化など交通体系整備、複雑な課題克服へのシナリオを。

15 〃 令和４年度

教育執行方針

１．学校運営協議会制度（コミュニティ・スクール）

新年度の肝、教育長の一丁目一番地、学校運営協議会制度がいよいよ

次頁へ続く

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(15) (作井 繁樹)

前頁より

スタート。どのような団体と、どのようなつながりづくりを、どのよう

な時間軸で考えているのか、見解を。

２．学校教育の充実

（１）学習指導の充実

倶知安プラン、通級指導、早期支援コーディネーターも非常に頼も

しい。子どもたち一人一人への寄り添い、思いの丈を。

（２）教育環境の整備

ＧＩＧＡスクール、設備を如何に効果的に活用するか、もう少し具

体的に。また、小学校適性配置実施計画への時間軸、シナリオを。

（３）情報コミュニケーション教育の充実

小・中学校の英語教育連携強化、小中高の英語連携事業、誰一人も

取り残さないための工夫はいかに、見解を。

（４）安全安心な学校給食の提供

食物アレルギー対応、修学旅行や研修旅行など、学校給食以外での

対応も充実願いたい、見解を。

３．社会教育の推進

（１）家庭の教育力向上を図る子育て支援

家庭教育支援の充実、さまざまな取組みは一定程度評価するものの、

更なる充実を期待したい、見解を。

（２）生涯にわたるスポーツ振興

スキー及びウインタースポーツの普及、ここ数年の進化は相当程度

評価したい。選手育成に関しても更なる進化を期待したい、見解を。

（３）文化芸術に親しめる環境

小川原脩記念美術館利用促進、ロビーの更なる利活用方法を期待し

たい、見解を。

（４）社会教育施設と社会教育体制の整備と充実

社会教育施設個別設置計画における優先順位の考え方、時間軸、シ

ナリオを。



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

16 木村 聖子 デジタル時代

教育環境の整備に向

けた取り組み

一般会計 98 億円 6,400 万円、教育費の総額は 11 億 4,464 万円。前年度

比較 8,084 万円（7.6%）増であり、本町歳出の 11.6％を占めており、教育

環境の整備・充実に向けて高い水準で取り組んで頂いております。

教育費予算の確保は本町にとっては未来への大切な投資であることか

ら、本年度の教育行政執行方針より下記について教育長に伺う。

１．英語教育、GIGA スクール

①本町特有の小学校英語専科教員導入による現段階における評価と次年

度方針

②全児童生徒に配布したタブレット端末の活用状況と学習用デジタル教

科書の活用・次年度方針

２．新規事業となる｢電子図書館｣導入は、コロナ禍や施設利用に不便を感

じている町民とって利便性向上に期待していますが、具体的な運営内容

と教育現場における活用について伺います。

また、リアル図書室・絵本館の環境改善は引き続き求められますが、

今後の方向性について伺う。

３．新規事業となる｢学校運営協議会委員、地域学校協働活動推進員｣の活

動事業は、学・社両課の協働体制の構築、他部署や関係団体との連携強

化による学校力・地域力の向上に寄与すると期待しているところですが、

初年度の活動・役割等について伺う。

教育長

17 古谷 眞司 行政職員の更なる拡

充について

本町は国際リゾート地として、また、北海道新幹線、高速道路の開通を

控え多くの資本が投資されていることから、インフラ整備や環境の保全な

ど多くの課題が山積している。

同時に行政事務処理についても増大してきているのも事実である。ＤＸ

化で事務処理の変革を図ることも大切であると共に、人材の確保及び拡充

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(17) (古谷 眞司)

前頁より

は喫緊の課題と考えている。

そこで以下の点について伺う。

１．今後、現在の職員数(会計年度任用職員を除く)で良いか。

２．景観行政団体への移行に際して専任の職員の配置は必要か。

３．地域おこし協力隊の実績および定住率。

４．地域おこし協力隊の今後の募集計画について。

18 門田 淳 旧東陵中学校体育館

の冬からの利用開始

を

１．旧東陵中学校体育館の利用開始の時期は。

２．体育館以外の校舎の部分はどうするのか。

町 長

19 〃 清掃センターについ

て

１．焼却炉の撤去はいつ、どのように行うのか。

２．建物自体の耐用年数と年間の維持費は。

３．現在の機能を維持するのに必要な規模は。

４．今後も適切な場所か。

５．解体費用と負担額は。

町 長

20 田中 義人 公共施設等適正管理

推進事業債の活用を

令和３年度で終了する予定であった｢公共施設等の適正管理の推進｣が令

和４年度から５年間延長されることが決定され、倶知安町においても是非

活用を前提に計画を策定していくべきと考えます。

以下について、町長と教育長に質問します。

１．令和４年度の予算案では、社会教育施設更新整備計画の策定や、町営

プール建替基本計画及び、基本構想策定業務委託の事業費などが提案さ

次頁へ続く

町 長

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(20) (田中 義人)

前頁より

れている。現在話し合われている整備の方向性、活用したいとする制度

などを伺う（教育長）

２．令和３年 12 月定例議会では、町内の全体的な公共施設更新の方向性

などを伺った。その後の進捗と、今回の制度延長を受けて活用していく

予定は（町長）

３．バリアフリー化を推進する改修工事についても対象となっているが、

エレベーター設置などさまざまなニーズに対応できるのではないか。

（町長・教育長）

21 〃 家屋の雪管理と豪雪

対策基本計画につい

て

豪雪地帯の倶知安町では建物周辺の除雪はもちろん、屋根雪の管理につ

いては特に非居住住宅については注意を払わなければなりません。

倶知安町空家対策の推進に関する条例に基づき、空家対策計画が策定さ

れておりますが、上記の観点への対策は十分にとられる内容でしょうか。

また、第３次倶知安町雪対策基本計画策定業務委託料が令和４年度予算

に計上されました。

倶知安町の除雪作業の質は非常に高く、他都市では災害レベルの降雪を

日々捌き、住民生活の下支えをして頂いております。

その中で昔から住民の皆さんから言われているのが｢間口除雪｣です。路

盤を出すための除雪の後は、人力での除雪が不可能な程の氷の塊が軒先に

寄せられ、高齢者でなくとも途方に暮れてしまうほどです。これは事業者

が悪いのではなく、やり方、制度の問題であると私は認識しております。

路盤を出す除雪は、請負事業者でなければそのタイミングは分かりませ

ん。個別に依頼している除雪事業者と町道除雪の事業者が異なる場合に、

多くのトラブルが起きているのです。

これら住環境に直結する雪対策はアイディアを出し、町民目線で改善し

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(21) (田中 義人)

前頁より

なければ、いつまでも住み続けたくなる町にはなり得ません。

克雪施策の一つとして、どう取り組まれていくのか、町長に見解を伺い

ます。

22 〃 地域のクラブチーム

創設に向けて

2022 年２月、倶知安町出身の前田沙理さんがバイアスロン、住吉輝紗

良さんがモーグルで北京冬季五輪に出場しました。倶知安から日本代表に

選出され、我が事のように応援しました。久しぶりに元気の出るニュース

でした。

さらに、ここ数年は倶知安中学校のクロスカントリーの選手たち、フリ

ースタイルスキー・モーグルに取り組む子供たち、そして先日新聞でも取

り上げられた１月末にオーストリアで開催されたフリーライド・ジュニ

ア・ワールド・チャンピオンシップでは、倶知安中学３年生の玉井選手が

スノーボード部門で５位に入賞するなど、これからの世代が多様な競技で

結果を出しております。

しかし、中体連・高体連の競技ではないため部活がない、種目の多様化

で指導者がいない、教員の異動に伴って部活動の継続性が難しいなど、さ

まざまな課題が出ております。

スキーの町 50 周年を迎え、我々大人は、子供達のために新たな仕組み

づくりをしなければならないと考え、以下を町長、教育長に伺います。

１．旭ケ丘スキー場の活用がさらに求められています。コースの確保に向

けての対応について（教育長）

２．既に傾いてきている危険物、ジャンプ台の撤去について（町長）

３．安心して切れ目のない指導を受け、競技を続けていくために地域のク

ラブチームを創設する取り組みに支援していくという考えはできないの

か。（町長・教育長）

町 長

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

23 鈴木 保昭 この街の未来を財政

シミュレーションに

見る

令和４年から令和 18 年の財政シミュレーション、今後 14 年間の倶知安

町の財政は更に厳しい。

新幹線俱知安駅周辺整備事業などに目を奪われることなく、図書館など

先送りしている、町民が熱望している事業を実施、計画をすべきであり、

道路補修など社会資本整備にも目途をつけるべきである。

町 長

24 〃 学校教育と社会教育 同じ教育と名前がついても、学校教育法・教育指導要領に基づくものと

社会教育と質が違うものだと思う。

社会教育のレベルを上げるためにも、教育委員会の組織等の仕組みを考

えたらどうか。

町 長

教育長

25 〃 小学校の適正配置に

ついて

財政的見地からも、流動する地区の人口形態からも、計画は廃棄すべき

と思う。

時が来たら、新たに検討を。

教育長

26 〃 コンプライアンス 南富良野町の入札妨害事件。

前町長が加重収賄の疑いで逮捕。

前町長が業者から現金を受け取った事件。

法令・規則を守る、コンプライアンス違反は多くのダメージを与える。

知識不足、守るべき規範。

町 長

27 佐藤 英俊 町道除排雪時の通行

者、車両への誘導に

ついて

道内有数の豪雪地、倶知安の除排雪体制は国内トップレベルにあると

常々思っている。このことは、本町担当課と委託先事業者との綿密な連携

によって行われ、高い水準の住民サービスが提供されている。

除排雪では作業効率の面から、片側交互通行を行わず、全面通行止めの

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(27) (佐藤 英俊)

前頁より

状態で実施される場合もある。全面通行止めの作業の際、右左折を予定し

ていた道路入り口に到着して初めて、通行止めを知ることになる場合に遭

遇することから、次の点を伺う。

１．シーズン前、終了後の打ち合わせは実施していることと思うが、双方

で問題点や改善点の話し合いの有無。

２．通行止め表示の看板、のぼり旗など周知看板の有無。

28 〃 新型コロナウイルス

感染症自宅療養者の

緊急避難対応につい

て

未だ終息の兆しが見えない新型コロナウイルス感染症。ワクチン接種の

効果などから症状が比較的軽度な場合、自宅療養されている感染者(以下

｢療養者｣とする。)も多いと聞く。

そこで懸念されるのが、自然災害あるいは空家などの建造物が、積雪の

重みによる倒壊の危険から避難せざるを得ないケースで、療養者の避難先

における対応について伺う。

１．町内各地域に避難所は指定されているが、避難所における感染者対応

マニュアル作成の有無。

２．感染者に対応する備品(体温計、パルスオキシメーターなど)は、準備

されているのか。

３．感染者避難に対応する、庁舎内連絡網、役割担当の組織体制の有無は。

町 長

29 〃 スキーの町 50 周年記

念事業について

先に開催された令和４年度予算審査特別委員会の質疑の場で、令和４年

度に予定されているスキーの町 50 周年記念事業概略は示されました。

下記の点について、教育長に伺う。

１．現在予定されている事業に加え、広く町民からのアイディアを募り、

次頁へ続く

教育長

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(29) (佐藤 英俊)

前頁より

事業に反映させる考えの有無。

２．費用を最小限に抑えた、宣言から 50 周年に至るまでのスキーに関する

ヒストリー作成の考えの有無は。

下記の点について、町長に伺う。

１．スキーを縁として姉妹都市提携した、スイス サンモリッツへ、「通信

員」を通して 50周年迎えることができたメッセージを送る考えの有無。

２．現在のエース側第一ゲレンデは、町有地の面積も大きく、記念事業の

一つとして、サンモリッツのスキー場と｢土地１坪交換｣を考えてはいか

がか。

３．スキーの町の宣言後、過去において節目周年事業の有無。

４．観光協会とのタイアップの予定事業。

30 〃 本町の不動産財産管

理について

本町の不動産財産は適切に管理されていると考えている。３月 10日、住
民の方から連絡が写真と共に送信された。

本庁舎北東側、職員住宅に積もった屋根雪が引込電線を巻き込み、極め

て危険な状態であった。11日、現地視察した時には、作業が行なわれ、作
業員の方に状況を聞くことができた。(資料写真参照)
以下の点を町長に伺う。

１．写真を見て、率直な感想をお聞かせください。

２．落雪による車両被害への処置をお聞かせください。

町 長

31 小川 不朽 公約(政策)の実現に

向けて

町長は４つの政策を公約に掲げています。その１つに｢くっちゃん子をみ

んなで育てる｣として、

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(31) (小川 不朽)

前頁より

○妊娠・出産から成人まで、一貫した俱知安独自の｢子育ち、子育て｣方針

のもと“くっちゃん子条例”を制定します。

○現在の保健福祉会館に、絵本館に代わる“くっちゃん子センター”を開

設。隣接する公園も活用し、四季を通し学び遊べる新たな居場所をつく

ります。

などを掲げています。

昨年、第１回定例議会で、上記の政策について質問しましたが、時期尚

早だったのか、十分な答弁をいただくには至りませんでした。

町長の任期は１年を残すこととなりました。改めて以下を伺います。

１．“くっちゃん子条例”の制定について

①町長が掲げる条例のグランドデザイン（全体構想）について

とりわけ、｢くっちゃん子｣の定義について

とりわけ、2018 年の民法改正により、本年４月１日から成年年齢が引き

下げられますが、この改正民法にも対応したものとなっているのか。

②条例化に向けた進捗状況と制定までの今後のスケジュールについて

２．“くっちゃん子センター”について

①絵本館に代わる“くっちゃん子センター”開設の検討状況・進捗状況に

ついて

32 〃 改正「育児・介護休

業法」と改正「倶知

安町職員の育児休業

等に関する条例」が

実効あるものに

出産・育児による従業員の離職を防ぎ、希望に応じて男女ともに仕事と

育児を両立できることを目的に、｢育児・介護休業法｣が 2021 年に大きく改

正されました。企業には、従業員が育児休業を取得しやすくするための環

境整備などがこれまで以上に義務づけられるほか、｢出生時育児休業制度｣

が創設され、男性の育児休業取得を後押しする施策が、2022 年４月から段

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(32) (小川 不朽)

前頁より

階的に施行されます。

また、町は、本法の一部改正に伴い、｢俱知安町職員の育児休業等に関す

る条例｣を一部改正し、2022 年４月からの施行を目指しています。

これら育児休業制度について、倶知安町職員が発端となって町民に考え

が浸透していけたら良いと考えますし、地域の子ども・子育て支援の充実

を基本姿勢にしている町長は、これら法令が実効あるものとするため、倶

知安町職員のみならず倶知安町民及び事業所に対し本法への理解と実効性

の確保に努めるべきと考えますが所見を伺います。

33 笠原 啓仁 『ロシアによる軍事

侵攻』ロシアに抗議

を、ウクライナに支

援を

１．ロシアに抗議を

本町議会は定例議会初日の３月７日、「ロシア連邦によるウクライナ侵

略を厳しく非難し、平和的解決を強く求める決議」を全会一致で採択し、

札幌のロシア総領事館に決議文を送致しました。

町長はロシアやプーチンに対し非難や抗議の意思を示しましたか。

本町は「非核・平和の町宣言」の町であり、「平和市長会議」の一員で

もあります（資料参照）。今回のロシアの行為を最も強く非難すべき立場

にあります。

非難や抗議の意思表示がまだでしたら、町民を代表して直ちに行うべ

きです。いかがでしょうか。

２．ウクライナに支援を

道の鈴木知事は、道内在住のウクライナ人の家族が道内に避難してき

た場合は、住宅の確保など生活に必要な支援を行うことを道議会で表明

しました。本町在住のウクライナ人もいるようです。本町も可能な限り

の支援を行うべきです。いかがでしょうか。

町 長

34 〃 『男女平等参画』本

町では進んでいます

か

私が町議会議員に初当選した 1999 年、「男女共同参画社会基本法」が制

次頁へ続く

町 長

教育長
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(34) (笠原 啓仁)

前頁より

定れました。町議２期目の 2005 年には、本町において「男女が平等に参画

する倶知安のまちをつくる条例」が制定されました。条例は町長提案でし

たが、私も所属していた総務常任委員会に付託され若干の修正後、全会一

致で可決・成立しました。

条例の制定・施行から 17年が経ちました。この間、男女平等に向けたさ
まざまな取り組みが行われてきましたが、当時に比べそれほど「男女平等」

が進んでいるようには思えません。

そこで、以下の点についてお尋ねします。

（１）役場での男女構成比（町長）

①会計年度職員を除く本町職員

②会計年度職員

③管理職

④各種審議会・協議会等

（２）学校での男女構成比（教育長）

①小・中学校教員

②管理職

③各種審議会・協議会等

（３）｢男女が平等に参画する倶知安のまちをつくる推進プラン(基本計画)｣
の進捗状況（町長・教育長）

35 〃 『町とＮＰＢの関係』

抜本的な見直しが必

要では

ＮＰＢ（ニセコプロモーションボード）と本町の今後の関係などについ

てお尋ねします。

１．町としてのＮＰＢへの支援について

先日の予算審査特別委員会で「現在、本町として財政的支援はしてい

ないが、業務を委託するという形で支援している」と担当課長が説明し

次頁へ続く

町 長
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ました。業務の委託先はＮＰＢでなければだめなのでしょうか。他には

考えられませんか。

２．ＮＰＢの組織運営について

「スタッフが定着せず、組織の体を成していない。公的資金を扱える

ほどの組織なのか？」との声が聞かれます。ＮＰＢの組織運営について

支援する側の町としてどう認識していますか。

３．本町とＮＰＢの今後の関係について

第三者からは、ＮＰＢの活動が観光協会など他組織の活動と重なって

見えている部分もあり、「ＮＰＢが何をやっている組織なのかよくわか

らない」とその存在を疑問視する声もあります。

そのようなことから現在のＮＰＢに対しては、「そろそろ発展的解消

を考えるべき時期に来ている」と話す関係者もいます。

ＮＰＢは自立した組織ですから、本町がその組織のあり方や存廃につ

いて言及する立場にはありません。

しかし、事業の委託を含め、本町とＮＰＢとの今後の関係について抜

本的に見直す必要があると私は思います。町長の認識をお聞かせくださ

い。

36 〃 『原発から出る放射

性廃棄物』本町での

管理・処分はありま

すか

高レベル放射性廃棄物（核のごみ）と本町との関係については、「受け入

れ」も「持ち込み」もあり得ないことが前回の定例議会で確認されました。

高レベル放射性廃棄物以外の「原発から出るあらゆる放射性廃棄物」（以

後、「放射性廃棄物」）についてもレベルに関係なく、本町においては「受

け入れ」も「持ち込み」もあり得ないと思います。

そこで、以下の点についてお尋ねします。

１．「放射性廃棄物」の管理・処分方法について

「放射性廃棄物」は現在、どこでどのように管理・処分されているの

次頁へ続く
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でしょうか。本町から半径 30km 圏内にある泊原発の「放射性廃棄物」は

どうなっているのでしょうか。

２．第三者による自治体への一方的な「放射性廃棄物」の「持ち込み」につ

いて

多くの自治体は「放射性廃棄物」の「持ち込み禁止条例」を制定してい

ません。それらの自治体が「受け入れない」と意思表示した場合でも、第

三者がその意思に反し「放射性廃棄物」を持ち込むことはあり得ますか。

また、そうした先例はありますか。

３．本町と「放射性廃棄物」について

将来にわたって「受け入れ」「持ち込み」はありますか。

４．町長の意思表示について

「『放射性廃棄物』を本町に持ち込ませないでください」との町民の声

があります。この声に町長はどう応えますか。

37 〃 『生活困窮者支援制

度』有効活用に向け

た取り組みを

「生活困窮者自立支援制度」がスタートして７年が経ちました。

この制度について私は 2014 年の３月定例議会で一般質問しました。当時は

制度開始の前年でもあり、また本町がその制度の事務を直接担う立場ではなか

ったこともあり、制度の詳細については把握できませんでした。

コロナ禍による生活困窮者が増える中、この制度の有効活用による生活改善

が期待されています。

しかし、生活保護制度の陰に隠れて、なかなかこの制度が知られていないよ

うです。そこで、以下の点についてご説明ください。

（１）制度の概要

（２）本町での制度活用実績

（３）制度の有効活用に向けた町民への取り組み

町 長


